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針

葉

油

の

採

取

に

就

て

・

當
楊
に
於
て
は
山
間
に
遺
棄
せ
ら
れ
て
居
る
ト
ド
マ
ツ
の
針
葉
及
び
小
枝
を
原
料
と
し
て
針
葉
油
を
徊
、 

之
よ
り
輕
質
油
を
分
溜
し
、 

更
に
加 

工
し
て
自
動
車
用
代
用
燃
料
を
製
し
試
驗
す
る
處
が
あ
っ
た
。
こ
の
第
一
囘
の
走
行
試
驗
は
北
部
軍
司
令
部
の
好
意
に
よ
り
「
ー
ー
ツ
サ
ン
」
乘
用 

車
を
以
て
之
を
行
ひ
、
其
結
果
は
第
一
報
と
し
て
當
場
要
錄
第
八
號
に
記
戲
し
て
居
る
。

共
後
當
場
に
於
て
は
乘
用
車

「
ハ
ド
ソ
ン
」
に
依
る
追
試
を
試
み
、
一
更
に
上
芦
別
出
張
所
部
內
に
於
て
各
種
條
件
下
に
「
ガ
ソ
リ
ン
」
機
關
車 

に
よ
る
試
驗
を
實
施
し
た
が
、
何
れ
も
第
一
囘
よ
り
は
滿
足
さ
る
べ
き
結
果
を
得
、
其
他
の
實
驗
調
査
結
果
と
共
に
近
く
報
吿
せ
ん
と
し
て
居 

る
。
然
し
て
一
方
之
が
生
產
價
格
を
低
下
せ
し
め
、
以
て
増
產
に
資
せ
ん
こ
と
を
企
圖
し
、
定
山
溪
及
上
芦
別
兩
出
張
所
部
內
に
於
て
單
位
餐 

鱼
(

石
數)

に
對
す
る
原
葉
及
び
小
枝
量
を
調

3*5
し
、
年
伐
採
量
よ
り
取
得
可
能
の
針
葉
油
の
址
を
推
定
す
る
と
共
に
、
之
が
集
約
な
る
採
取
法 

を
講
ぜ
ん
と
し
て
別
紙
附
圖
の
如
き
裝
ffi
を
案
出
し
た
。

之
に
依
て
約
六
時
間
前
後
の
作
業
に
依
り
從
來
の
裝
置
の
收
量(

一％
)

よ
り
五
割
の
ぬ
收(

一
 •

五％
)

を
期
待
し
得
る
と
共
に
、
移
動
遞
搬 

を
容
易
な
ら
し
め
た
爲
、
針
葉
油
の
生
産
費
を
極
度
に
低
下
せ
し
め
得
る
こ
と
が
出
來
た
。

最
近
に
於
て
は
又
針
葉
油
を
共
儘
燒
き
玉
機
關
に
用
ひ
て
重
油
、
輕
油
に
匹
敵
し
得
る
こ
と
も
判
明
し
て
居
る
。

附

圖

の

說

明

主
體
「a
」
は

「
ド
ラ
ム
」
躍
で
天
地
一
方
を
除
去
し
(

底
部
な
ど
の
破
損
し
た
る
も
の
は
格
好
で
あ
る)

上
端
に
「b
」
の
如
き
鍔
を
取
付 

け
る
。
蓋

「C
」
が
兩
者
間
に
挿
入
さ
れ
、
作
業
中
は
此
間
に
水
を
補
給
し

「
パ
ッ
キ
ン
グ
」
の
用
を
な
さ
し
め
る
の
で
あ
る
。
底
部
よ
り
約
六 

寸
位
の
壁
に
三
ヶ
所
「
ッ
メ
」
「d
」
を
固
定
し
、
上
に
木
製
の
目
板
「e
」
を
安
定
せ
し
め
る
。
此
大
さ
は
蠅
よ
り
も
直
倒2
糧
程
小
さ
く
て
よ



削

二

<
'

漸
く
這
入
る
程
度
で
は
後
に
膨
眼
し
て
取
外
し
不
能
と
な
る
懼
れ
が
あ
る
。

目
板
の
中
央
に
約
一
寸
角
の
蒸
氣
口
を
設
け
る
。

「f
」
は
給
水
口
で
同
時
に
「
ゲI
ヂ
」
の
役
割
を
な
し
て
居
る
。
全
俺
を

is
の
上
に
洗
き 

目
板
の
上
に
枝
葉
を
充
分
に
入
れ(

足
で
踏
み
つ
け
る)

蓋
を
す
る
が
下
部
の
水
は
早
目
に
煮
沸
し
て
居
っ
た
方
が
良
い
。
蓋
の
先
端
「Z
」
は 

「
ゴ
ム
ホ
ー
ス
」
等
に
依
っ
て
冷
却
管
に
接
績
し
て
居
る
。
目
板
の
部
分
位
迄
を
価
の
土
で
覆
っ
た
方
が
良
い
。 

冷
却
管
は
徑
約
四
梅
の
長
い
管
で
所«

に
蒸
溜
裝

ta
と
の
連
絡
口
を
取
付
け
、
全
體
は
木
製
の
樋
中
に
を
さ
め
る
。
樋
の
中
に
は
常
に
溪
流
を 

導
い
て
置
く
。
傾
斜
は
緩
か
な
方
が
良
い
。

受
器
は
內
容
約
十
立
で
あ
る
か
ら
蒸
溜
裝
援
十
基
分
一
日
二
囘
の
作
業
に
充
分
で
あ
る
。1
は
冷
却
さ
れ
た
溜
出
液
の
受
口
で
、
 

中
で
容
易
に 

水
と
油
が
分
離
し
、
水
は
「m
」
を
通
っ
て
「
サ
イ
ホ
ン
」
の
理
に
よ
っ
て
常
に
外
部
に
流
れ
、
油
は
上
盾
に
た
ま
っ
て
漸
次
水
と
の
境
界
面
が 

下
っ
て
行
く
。
「n
」
管
か
ら
針
葉
油
を
取
出
す
が
、
之
に
は
受
器
を
水
平
に
保
っ
た
儘
「m
」
口
か
ら
「
ゴ
ム
」
管
に
よ
っ
て
注
水
し
水
位
を
高
む 

れ
ば
よ
い
。
完
全
に
採
取
し
や
う
と
し
て
水
位
を
高
め
過
ぎ
ぬ
事
が
特
に
肝
腎
で
あ
る
。
「m
」
管
の
上
端
は
「n
」
口
よ
り
幾
分
低
目
に
あ
る
。 

採
取
し
た
針
葉
油
は
大
型
容
器
へ
移
す
が
、 

之
は
乾
燥
し
洗
く
べ
き
で
、
 

さ
も
な
い
と
變
質
の
懼
れ
が
早
い
。 

後
の
配
置
は
地
形
に
依
っ
て
異
る
が
、 

一
個
所
に
少
く
と
も
十
基
を
用
意
し
、 

地
形
に
依
っ
て
種
々
に
案
配
し
得
る
。
冷
却
管
の
兩
側
に
匿
い 

た
り
片
側
に
並
べ
ら
れ
た
り
出
來
る
が
、 

こ
れ
に
よ
っ
て
冷
却
管
・
の
接
續
口
が
變
っ
て
來
よ
う
。

冷
却
管
は

[ui
筒
形
で
煙
突
式
に
追
加
出
來
る
や
う
に
な
す
べ
き
で
あ
る
。
末
端
の
一
本
に
は
接
續
口
を
取
付
け
な
い
。

地
形
は
餘
り
急
傾
斜
は
避
く
べ
き
で
あ
る
。




